
郷土の伝統を後世へ
～民俗芸能を守り伝えること～

民
俗
芸
能
は
心
の
ふ
る
さ
と
―

民
俗
芸
能
は
、
人
々
の
交
流
に
よ
り
伝

え
ら
れ
た
も
の
が
地
域
の
風
土
に
溶
け
込
み
、

季
節
の
節
目
を
彩
る
も
の
と
し
て
、
先
人

た
ち
が
日
々
の
暮
ら
し
と
と
も
に
大
切
に
守

り
伝
え
て
き
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
昨

今
、
後
継
者
不
足
や
意
識
の
低
下
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
存
続
が
危
機
的
な
状
況
に
な
って
い
ま

す
。
一度
途
絶
え
る
と
、
復
活
さ
せ
る
こ
と

が
大
変
困
難
で
す
。「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と

も
言
え
る
民
俗
芸
能
の
喪
失
は
、
社
会
の

豊
か
さ
や
精
神
的
な
ゆ
と
り
、
地
域
文
化

の
個
性
を
失
う
こ
と
と
同
然
で
す
。

こ
の
豊
か
で
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る「
民
俗
芸
能
」を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
郷

土
の
誇
り
と
し
て
守
り
、
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

民
俗
芸
能
を
保
存
、
伝
承
す
る
た
め
に
、

小
・
中
学
校
が
設
置
し
た
民
俗
芸
能
伝
承

研
究
会
で
行
う
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
俗
芸
能
保
存
会
の
団
体
活
動
に

つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
形

で
支
援
し
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

霧島の麓に広がる都城には、歴史・風土の中で育まれ
てきた「民俗芸能」が多数残されています。今回は、そ
の現状と本市の指定無形民俗文化財などを紹介します。

◎問い合わせ　地域振興課　☎23-2132

地域振興課
文化振興担当

大浦 信吉

本
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

◉
国
指
定（
重
要
）

①
山
之
口
の
文
弥
人
形（
山
之
口
町
）

◉
県
指
定

②
熊く

ま

襲そ

踊（
庄
内
町
）
／
③
山
之
口
弥
五

郎
ど
ん
祭
り（
山
之
口
町
冨
吉
）
／
高
木

の
揚あ

げ
馬（
高
木
町
）／
花
木
あ
げ
馬（
山

之
口
町
花
木
）
／
穂
満
坊
あ
げ
馬（
高
城

町
穂
満
坊
）

◉
市
指
定

④
春
日
神
社
の
牛べ

ぶ

ど
ん[

春
田
打] 

（
高
木

町
）
／
⑤
正
応
寺
の
大
太
鼓
踊（
安
久
町
）

／
⑥
今
屋
の
大
太
鼓
踊（
菓
子
野
町
）
／

⑦
有
水
鉦か

ね

踊
り（
高
城
町
有
水
）
／
⑧
石

山
花
相
撲（
高
城
町
石
山
）
／
⑨
穂
満
坊

三
月
十
日
踊
り（
高
城
町
穂
満
坊
）
／
⑩

桜
木
あ
げ
馬（
高
城
町
桜
木
）
／
科
長
神

社
の
か
ら
く
り
花
火（
上
水
流
町
）

※ 

市
内
で
は
、
59
の
団
体
が
都
城
市
民
俗

芸
能
保
存
連
合
会
を
組
織
し
て
い
ま
す

民
俗
芸
能
の
動
画
閲
覧
で
き
ま
す

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴

で
き
ま
す
。
ま
た
、
団
体
向

け
に
市
立
図
書
館
や
地
域
振

興
課
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
出
中
。

※ 

例
年
12
月
に
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
て
い
る「
都
城
民
俗
芸
能
祭
」は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た

め
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
止
し
ま
す

⑤ ⑧

③⑨

⑩④

②
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①
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